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 さらに、平成 29 年告示の『保育所保育指針』2)では、「子育て支援」、『幼保連携型認定
こども園教育・保育要領』3)においては、「子育ての支援」として、第 4 章が新たに章立て
                                                   
1 生活コミュニケーション学科こども学専攻  
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られた。『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』の第 4 章を開くと、「子育ての支援は、
子どもの利益を最優先として行うものとし、第 1 章及び第 2 章等の関連する事項を踏まえ、
子どもの育ちを家庭と連携して支援していくとともに、保護者及び地域が有する子育てを
自ら実践する力の向上に資するよう、次の事項に留意するものとする。」としている。留意










  保育士養成カリキュラムに「家族援助論」が導入されたのは 2002 年度からである。そ
の背景には少子化の進行の中で子育て支援の必要性が、強く意識されるようになったこと
が挙げられる。4)しかし、実際に学生が子育て支援を経験できる場・機会は限られている。
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ており、授業担当者ごとに全部で 9 クラスが設けられている。1 クラスの在籍者数は 8～9
名ほどである。参加形態については、表 1 に示した。5) 
実践活動の流れは、表 2 のとおりである。  
2 年次の主体的な実践活動の中から、「一緒に遊ぶ活  
動」の保育内容は表 3 に示した。  
 
 
表 2 ディリープログラムの一例   
9:00 清掃、準備 
 打ち合わせ 













調査実施の対象学生数は、第 1 回調査が 71 名（男 4 名、女 67 名）、第 2 回調査が 62 名




第 1 回調査：2016 年 10 月 12 日 60 名分回収（回収率 84.5％ ） 
第 2 回調査：2016 年 12 月 21 日 52 名分回収（回収率 83.9％ ） 
4.2. 質問紙 
 質問項目は全部で 15 項目であった。設問 1～13 及び 15 に関しては、4 件法を用いた














表 3 学生が実施した主な保育内容 
 ・名前の紹介（あなたのお名前は）  
 ・季節のうた、うた遊び、楽器遊び  
 ・手遊び、ふれあい遊び  
 ・絵本・紙芝居の読み聞かせ  
 ・リズムダンス、体操  
 ・新聞ビリビリ遊び  
 ・ペープサート  
 ・オペレッタ  
 ・作って遊ぼう（ヨーヨー作り）  
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5.1. 実施前後の平均値差が比較的大きかった項目 (図 1）  
 グループチームでの協働からの学びに関連した設問 (8)、(9)、(10)は、実施後には平均値
１すずたん広場において、参加の子どもと関わったり、遊んだりできますか
　　①    全くできない　　　②ほとんどできない　　　③できる　　　④積極的にできる
２保護者がいることで積極的に子どもと関わることができないということはありますか
　　①    全くない　　　　　②ほとんどない　　　　　③ある　　　　④おおいにある
３すずたん広場において、参加の保護者と関わったり、コミュニケーションを取ったりできますか
　　①    全くできない　　　②ほとんどできない　　　③できる　　　④積極的にできる
４親子関係に着目して観察したり、関わったりできますか
　　①    全くできない　　　②ほとんどできない　　　③できる　　　④積極的にできる
５子育てコーディネーターや教員から子どもへの言葉がけや関わり方を学ぶことができますか
　　①    全く学べない　　　②ほとんど学べない　　　③学べる　　　④おおいに学べる
６子育てコーディネーターや教員から保護者への言葉がけや対応について学ぶことができますか
　　①    全く学べない　　　②ほとんど学べない　　　③学べる　　　④おおいに学べる
７授業や実習で学んだ知識や技術を活かして子育て支援活動を行えますか
　　①    全くできない　　　②ほとんどできない　　　③できる　　　④おおいにできる
８グループの誰とでも一緒に作業や活動をすることができますか
　　①    全くできない　　　②ほとんどできない　　　③できる　　　④おおいにできる
９自分と違う考え方も大切にグループ内でコミュニケーションを取ることができますか
　　①    全くできない　　　②ほとんどできない　　　③できる　　　④おおいにできる
10自分の分担でなくても手伝いが必要な時は、進んで行うことができますか
　　①    全くできない　　　②ほとんどできない　　　③できる　　　④積極的にできる
11保育カンファレンスにおいて自分の語り（意見、反省、気づきなど）ができますか
　　①    全くできない　　　②ほとんどできない　　　③できる　　　④積極的にできる
12保育カンファレンスを通して親子理解と子育て支援への意識を持つことができますか
　　①    全くできない　　　②ほとんどできない　　　③できる　　　④おおいにできる
13子育て支援活動をする上で大切だと思う態度や姿勢について
13-1＜ふさわしい服装やことば遣い＞
　　①    全く必要ない　　　②ほとんど必要ない　　　③必要　　　　④おおいに必要
13-2＜笑顔や明るい表情、誠実な態度＞
　　①    全く必要ない　　　②ほとんど必要ない　　　③必要　　　　④おおいに必要
13-3＜目配りや気配り＞
　　①    全く必要ない　　　②ほとんど必要ない　　　③必要　　　　④おおいに必要
15すずたん広場での活動やカンファレンスはあなたの学びになりますか
　　①    全く学べない　　　②ほとんど学べない　　　③学べる　　　④おおいに学べる
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13-1 13-2 13-3 15
実施前(平均値) 3.10 2.70 2.55 2.67 2.80 2.77 2.63 2.83 2.70 2.78 2.63 2.53 3.00 3.13 3.10 2.70
実施後(平均値) 3.06 2.60 2.69 2.88 3.04 2.94 2.83 3.06 3.10 3.18 3.12 3.14 3.53 3.57 3.47 3.12
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がすべて「3 できる」を上回っている。前後の比較においても (8)＋0.23、(9)＋0.40、(10)
＋0.49 と数値が大きく上がっている。  









5.3. 今後、検証が必要な項目(図 1) 







5.4. 実施後に学生の意識が変化した項目 (図 2) 
設問 14 に限っては、4 件からの選択回答ではなく、複数の選択回答とした。 (表 5) 
表 5 質問項目 
 
 
図 2 設問 14 における実践活動前後の意識変化 
14今後、あなたが磨き、高めたい実践力はどのような力ですか（複数回答可）
　①  観察力　　② 子どもの発達に合わせて関わる力　　③ 受け入れ応答する力
　④ 保護者とのコミュニケーション力　　⑤ 相談に応じられる力　　⑥ 手遊び
　⑦ ピアノの演奏力　　⑧ 絵本・紙芝居の読み聞かせ力　　⑨ ふれ合い遊び
　⑩ エプロンシアター、パネルシアターなど演じる力　　⑪ 親子の前で話す力
14-1 14-2 14-3 14-4 14-5 14-6 14-7 14-8 14-9 14-10 14-11
実施前 36.7% 60.0% 25.0% 53.3% 50.0% 23.3% 48.3% 28.3% 43.3% 36.7% 66.7%
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5.4.1. 学生が高めたいと思っている実践力に関する項目  
 学生が高めたい実践力として選択した数は、実施前は、平均が 3.6 個、実施後は平均が
5.3 個と高めたいと思う選択項目が増えている。また、実施前後の学生が高めたい実践力
として選択した割合を項目ごとに示した（表 6）（表 7）。 
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 2014 年度から継続してきた学生と教職員との保育カンファレンスであるが、2016 年度
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カテゴリー別にまとめると表 8 のとおりである。  
    表 8 保育カンファレンスからの気付きと学び  
自 由 記 述 の 内 容 件数 
子ども・保護者・親子関係を観察したり、関わったりする中での気付きや発見  ２９ 
他者の語りから、自分とは違った思いや考えに触れての気付きや発見  ２３ 
子どもへの対応や保育技術・展開への工夫や反省・課題について  ２１ 
チーム・メンバーとの連携、協働の大切さについて  １４ 
人とのつながり、出会いの大切さ  １ 
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